　オームの法則の計算
　　　年　　　組　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　.

オームの法則を使って電流や電圧を計算できるようになろう
オームの法則の確認

◎電圧をどんどん上げていくと，（　　　　　 　）もどんどん増える。＝ 電圧 と 電流は（　　　　　  　）している。
◎電圧，電流，抵抗の関係は，（　 　　　）÷（  　　　　）＝（　　　　　　）であった。
· 電圧をV（electric Voltage），電流をＩ（Intensity），抵抗をＲ（Resistance）という記号を使うと画数が少ないので簡単に書ける。(ここの英単語は覚えなくてよいが，頭文字だけは覚えるとよい。)
☆電圧，電流，抵抗の関係を式で表してみよう
	
	記号
	略記号
	単位

	電圧
	 eq \o\ac(○,圧)
	V
	Ｖ（ボルト）

	電流
	 eq \o\ac(○,流)
	Ｉ
	Ａ（アンペア）

	抵抗
	 eq \o\ac(○,抵)
	Ｒ
	Ｖ／Ａ　＝　Ω（オーム）と決める


記号を使わない場合：
÷　　　　　＝

記号を使った場合：
÷　　　　　＝
略記号を使った場合：
÷　　　　　＝
覚え方：

実際に式を使って計算練習してみよう　（単位に注意）
[image: image3.emf][image: image4.emf](1)
     　R=　？Ω 


    
(2)

　　　　R=20Ω





　　I=5A






Ｉ＝？A



　V= 10V




    
　　　　V= 4V

式：　R＝　V÷I　＝　１０÷５　＝



式：　I　＝　V÷R　＝　４÷２０　＝
(3)
     　　R= 3Ω



(4)

  R=100000Ω(人間の体)

[image: image5.emf][image: image6.emf]





　




　I=50mA












（致死量）




　　Ｉ＝500mA





 =(   A)





　　　＝（　　　　A）


    V=？V





　　V=？V
式：　V＝R×I　＝





式：　V＝R×I　＝
直列・並列回路の問題　あ～おの数字を計算しなさい
◎直列回路




◎並列回路


[image: image1.emf]20Ω 10Ω

あＶ

いＶ

30Ｖ

1Ａ

　　　　　
[image: image2.emf]20Ω

10Ω

うＡ

えＡ

おＡ

20Ｖ


作戦：

1 直列回路は，「電流が同じ」という所から攻める。
2 並列回路は，「電圧が同じ」という所から攻める。
3 抵抗の一つひとつについて，「オームの法則」を使ってよい。

☆直列なので，20Ω，10Ωの両方に（　　　　　）Ａ流れる。

☆並列なので，20Ω，10Ω両方に（　　　　　）Ｖかかる。
◎20Ωの抵抗で，Ｖ＝ＲＩ＝　２０×１　＝

◎20Ωの抵抗でＩ＝Ｖ÷Ｒ＝　２０÷２０




あ（　　　　）Ｖ



う　（　　　　）Ａ
◎10Ωの抵抗で，Ｖ＝ＲＩ＝　１０×１　


◎10Ωの抵抗でＩ＝Ｖ÷Ｒ＝　２０÷１０




い（　　　　）Ｖ



え　（　　　　）Ａ






◎お＝う＋えなので，










お　（　　　　）Ａ

発展問題い
◎豆電球も抵抗の１つである。豆電球１個の抵抗を求めなさい。
[image: image7.png]


☆前の実験プリントを見て考えなさい。
　　　　◎ア地点の電流が（　　　　　　　）Ａ
　　　　◎アウ区間の電圧が（　　　　　　）Ｖ　（授業プリントではＡＣ区間）
☆豆電球２個を一つの大きな抵抗のかたまりとすると
豆電球２個の抵抗
＝アウ区間の電圧÷ア地点の電流
＝

☆豆電球は２個同じ物で，直列だから，豆電球１個の抵抗は上の数字を２で割ればよい。
(        )÷２　＝
答え：豆電球１個の抵抗は（　　　　　　　　　）Ω

オームの法則とは，　　　　　　　　　　という関係を表した法則ともいえる
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